
湊山中学校区の取組 

 

【心の教育・生徒指導】 

・あいさつ運動 

・Ｑ－Ｕの実施と集計分析と活用 

・小中の情報交換と連携 

・中学校の生徒会と小学生との交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

【小学校へ出かけてあいさつ運動】 

中学生が笑顔で「おはよう。」と声をかけ

れば，小学生は，少しはにかんで「おはよう

ございます。」今日は，気持ちがいいです。 

【募金運動 ～小学校へ出かけて～】 

 中学３年生が小学校の学習発表会で合唱

を披露した後，出入り口で鳥取県中部地震の

募金をお願いしました。中学生の声かけに，

快く募金をしてくださいました。 

【中学校の合唱を届けよう】 

 中学校の文化祭で，最優秀賞を受賞した学

級が，小学校の学習発表会へ出向き，素敵な

歌声を披露しました。聞いている小学生や保

護者の方の大きな拍手をいただきました。 

【ミニサミット開催】 

 中学校の執行部と各小学校から代表者 16

名が集まり，中学校での生活について質問し

たり，学校をよくするためのアドバイスを受

けたりしました。最初は，お互いに緊張して

いましたが，和やかに話合いができました。 



 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ← 小学校の廊下に掲示された 

『交流新聞』 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ミニサミット開催】 

 中学生のファシリテーターのおかげで，緊

張していた小学生の意見を引き出し，自分の

考えを持つだけでなく，もっとよい考えがで

るよう，みんなで話し合うことの大切さを感

じる，素敵な時間となりました。小学生は学

校に帰って，アイディアを伝えていました。 

【小中リーダー研修コーナー】 

校区の連携の流れが見える掲示板を小

学校の校内に設置しました。 

「参加した児童の参加報告」「湊山中学校

生徒会新聞」「活動の様子の写真」等を掲

示しました。 



【健康教育】 

・健康キャンペーンの実施とチェック用紙の検討 

・校区学校保健会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校：第１回（６月）】          【中学校：第２回（１１月）】 

 

 

＊学年が上がるにつれ，目標達成率が高いという結果が出ている。  

＊全学年とも目標達成率№１はメディア視聴時間である。実施期間が期末テスト前だということが大

いに関係していると思われる。  

＊就寝時間は３年生になると目標設定時間がかなり遅くなっている。それでもなかなか目標達成はで

きにくいようである。  

＊朝食についてはあらかじめ３品目以上と決めてあり，達成率№２である。 ただし，他の項目と比較

したところ，達成できていない割合が一番多かったのも 朝食であった。４月に実施したライフスタ

イル調査では，朝ごはんを毎日食べない、 ほとんど食べないと回答した人は５％(１６人）。主食＋

副食＋汁物を食べている人は３０％であった。キャンペーン期間中は３品目以上食べた人の割合は 

４月より多くなっており，意識して生活できていたことがわかる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学力向上】 

・中学校校区共通で「とっとりの授業改革１０の視点」に基づいた授業の実施 

・中学校区の校内授業研究会公開のお知らせと研究会への参加，参観授業時の交流 

・中校区授業研究会の実施（校区内教員の全員参加） 

・「小中一貫学力 UP」のリーフレットを配付し，保護者懇談で，学習への取り組みを説明。 

・小６の中学校授業体験の実施，新入生・新入生の保護への入学説明会 

・小６年生への「入学前課題」の配付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ↑                     ↑ 

校区授業研究会（１年生）          校区授業研究会（３年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分の考えを伝え合う】 

「考えることが楽しい，みんなで学ぶって

おもしろい」と感じる学び合いになるため

の授業改善をめざして。 



【特別支援教育】 

・「中学校卒業時点のめざす姿」をもとにそれぞれの発達段階に応じた教育支援を行う。 

・支援を要する子どもの情報交換 

・校区特別支援学級の交流会 

 

 

 

                              

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

  【課題】 

    ○特別支援学級の交流だけでなく，支援が必要な児童生徒の情報交換をし，児童生徒の特性や

背景を共有して，その子にあった支援を考えていく必要がある。  

【楽しくにぎやかな会】（3校交流会） 

 第 1 回目は，就将小で行いました。

七夕にむけ，自分の願い事をかいて，

笹に飾りました。中学生が，優しくリ

ードして教えてくれました。小学生は，

頼りになる中学生に会うのを楽しみに

しています。 

【楽しくにぎやかな会】（3校交流会） 

 第 2回目は，湊山中で行いました。クリス

マス会として，中学生が，折り紙で素敵なポ

インセチアを作ったり，紙芝居をしたりし

て，小学生を楽しませてくれました。みんな，

とっても笑顔でした。 

【楽しくにぎやかな会】（3校交流会） 

 第 3回目は，明道小で行います。 

どんな会になるのか楽しみです。 



【人権教育】 

・湊山中学校区教育振興会授業研究会 

・湊山中学校区教育振興会（人権教育部会）研修会 

・転入職員オリエンテーション 

・共通教材の確認 

・人権教育主任会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

                          

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育て講演会】 

中学校振興会総務部主催の講演会を校区

の小中学校の保護者・教職員そして地域の

方で聞きました。               

演題は「子どもの心を自信の水で満たす  

コンプリメントトレーニング」でした。 

 

【校区人権教育研究会】 

小中学校の教職員で 

性的マイノリティについて学習しました。 

 

【七夕の会】 

校区小中・地域の方で人権教育講演会 

を行いました。 

演題は「人権の種をまく」でした。 

 

 

 


